
【資料１－１】

事業開始日
令和5年5月1日

法人名称
森大建地産株式会社

事業所名称
グループホームあぽろん

住居名称：グループホームあぽろん　　　　　　　　　定員：　10人

住居所在地：伊賀市佐那具町字南出1055

住居所在地：

短期入所定員 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 定員：　　　　1　人

主な障がい種別 身体：　1人、知的：　9人、精神：　2人（重複）、難病：　　　人

区分１：　　人、区分２：　人、区分３：　2人、区分４：　2人　

区分５：　5人、区分６：　　人

６０歳以上：　　　人、５０歳代：　　　2人、４０歳代：　4人、

３０歳代：　　1人、１０歳から２０歳代：　　2人

医療的ケアの必要な者：　　　人

強度行動障がいのある者：　3人

現利用者：　　9　　人

グループホーム内で日中を過ごす利用者：　4　人(3人）

外部の日中活動サービス等を利用する利用者：　5　人

管理者　1　人（常勤換算　0.5　人）

サービス管理責任者　1人（常勤換算　　人）

世話人　14人（常勤換算　4.0人）

生活支援員　3　人（常勤換算　2.1　人）

夜間支援体制 夜間支援従事者　1人

配置の有無　　有　・　無

配置状況詳細（但し、医療連携体制をとっており、月に2回の訪問あり）

職
員
情
報

看護師の配置

職員配置

基
本
情
報

日中サービス支援型共同生活援助　

住居名称・定員・住居所
在地

利
用
者
情
報

支援区分

年齢

障がい特性等

日中の過ごし方

（様式１）事業所情報 
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・

・

・

・

・ 利用者からの苦情の解決について

・ 利用者が充実した社会生活が送れるための日中活動サービスや外出・余暇活動等の社会生活上の支援について

・

・

・

・

・必要に応じて環境や時間の構造化を試み食事に集中できるよう工夫している。献立の変更は難しいが個々
の身体機能に合わせ食形態を工夫している。
金銭管理については、「預り金等管理委託契約書」を取り交わし、現金や保険証等を預かっている。
・薬局に協力を得て、薬セット（2週間分）を依頼している。日々の服薬準備を夜勤者で準備しダブルチェックを
行うことにより誤薬のリスクを軽減している。定期通院時や通所事業所での健康診断の結果をもとに保護者に
報告相談を行い、医療機関の受診に繋げている。医療連携をとっており、24時間体制で電話相談ができる状
況にある。また、福祉施設職員が行えるストレッチや介護技術指導等のアドバイスを受け適切な対応ができる
よう努めている。
・苦情・要望の窓口の設置に加え、利用者の困りごとや保護者との会話の中で改善を要する点がないか注意
し話を伺っている。
・通所者については、開所日には通所できる様に、就寝時間や夜間の睡眠状態を確認し体調を整えてもらう。
在所者や休日には、グループに分かれて、ドライブに出掛けたり、月に一度の映画館鑑賞会、足浴や散歩等、
活動の提案を行い、それぞれの利用者の好みやペース、意欲に合わせて参加をしてもらっている。
・体調不良時にには、ご家族の協力を得て通院をしていただいたり、あぽろんで通院支援を行っている。徐々
に職員体制が整いつつあり、定期通院についてはあぽろんで対応を行っている。
・個々の利用者の特性や好み、ペースに合わせて、軽運動や創作活動、日常生活支援援助を実施している。

　（４）　短期入所

短期入所事業の果たす役割（地域で生活する障がい者の緊急一時的な支援等に対応しているか等）について

利用した障がい者の障がい種別、利用者数、利用理由について

知的障害、精神障害
令和6年度利用のべ73名。
将来の自立生活の練習、家庭の事情、新しい場所に慣れる、入居を目的とした利用。

日中サービス支援型共同生活援助　

日中、土日祝日を含めた常時の支援体制について（日中をグループホーム内で過ごす利用者に対して、どの
ような支援を行っているか）

運営・支援について

　（１）　事業の目的

日中サービス支援型共同生活援助事業を実施する目的について

あぽろんにおいて実施する指定障害福祉サービスの共同生活援助事業の適正な運営を確保するために必要
な人員及び運営管理に関する事項を定め、共同生活援助の円滑な運営管理を図るとともに、利用者の意思及
び人格を尊重し、利用者の立場に立った適切な共同生活援助の提供を確保することを目的とする。

　（２）　職員体制

別紙様式3

　（３）　利用者に対する支援の実施

利用者の状態にあわせた支援の工夫（食事の提供・金銭管理等）について

常時の健康管理（医療機関との連携や服薬管理）について

職員の勤務（所定労働時間、残業時間等を含む）の体制について（別紙様式３　※出勤表等添付でも可）

利用者の体調変化など緊急時の対応について

（様式２）運営・支援
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・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

虐待防止対策、虐待発生時の対応について

利用者が主体的に活動するための取組について

虐待防止対策のために、入職時に権利擁護研修を実施。年に2回の権利擁護・虐待防止研修を実施。
不適切支援（虐待）発生時には直ちに管理者に報告するとともに、不適切支援の通報義務について、職員間
で共有することとしている。
利用者の意思の表出がしやすいように、利用者の特性に合わせて話を伺っている。

利用者の意思決定支援（外部情報の収集機会等）の取組について

利用者が地域において、家庭的な環境下での生活及び地域住民との交流を図る取組について

地域での生活を継続するための支援について

施設等からの地域移行の促進（体験利用等）について

サービス等利用計画と個別支援計画の作成時の連携について

サービス担当者会議の開催を依頼し、サービス等利用計画に基づいて、アセスメントを実施、個別支援計画を
作成している。
利用者支援で迷った際には、相談支援事業所様に助言をいただいたり、事業所内でケース会議を開催し随時
支援の見直しをしている。

　（５）　地域移行の促進、地域生活の継続

社会のルールやマナーを守ることができるよう、支援や助言している。
自分のプライベート空間を大切にすることで、落ち着いて過ごすことができるような環境を整えている。

災害時における利用者の安全確保についての取組について

行政等から研修開催の情報を受け取った際には、受講が可能な職員体制を調整のうえ可能な限り参加する
様、努めている。
事業所内においては、年間研修計画に基づいた研修の実施（感染症予防、虐待防止・権利擁護）、ハラスメン
ト、アンガーマネジメント、メンタルヘルス、その他）
救命救急研修受講（応急手当普及員受講）
避難訓練の実施、BCP内容の見直し
令和7年度は、保護者にも参加いただき、災害伝言ダイヤルの訓練を実施した。

　（６）　地域との交流の機会の確保

利用者とその家族との交流等の機会の確保について

自治会に入会し、役員様または民生委員様による施設見学の機会を設けていただけるよう打診している。
また、令和6年度に続き、7年度も府中地区の文化祭に利用者の作品を展示した。継続して参加できるよう利
用者の創作活動を継続したいと考えている。利用者も展示準備に参加し、地域の方と直接会話はできなかっ
たが、自身の作品を褒められとても誇らしく感じている様子が見られた。
府中神社のお祭りにも参加させていただき、徐々に地域の皆様との交流の機会を設けている状況。
利用者家族からの面会申し出に応じている。利用者家族に対し、通信を発行し、日頃の様子を少しでも感じて
いただけるよう工夫している。

　（８）　利用者支援の質の確保

各種研修等への参加の機会の確保について

利用者に対するモニタリングが適切に実施されるための、別法人等の相談支援事業所との連携について

　（７）　利用者の権利擁護

　（９）　計画相談支援

（様式２）運営・支援
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日中サービス支援型共同生活援助　勤務体制表　（住居名：グループホームあぽろん）

【R7年2月分】 ※直近の勤務体制を記入してください。【利用者数：　9名、必要職員数：　　3.7名】

日 従業者 職種 勤務形態

A 生活支援員 日勤

Ｂ 生活支援員 日勤

Ｃ 世話人 日勤

Ｄ 世話人 夜勤

E 世話人 夜勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

A 管理者 日勤

Ｂ 生活支援員 日勤

Ｃ 世話人 日勤

Ｄ 世話人 日勤

E 世話人 夜勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

H 世話人 夜勤

A 管理者 日勤

Ｂ 生活支援員 夜勤

Ｃ 生活支援員 日勤

Ｄ 世話人 日勤

E 世話人 日勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

H 世話人 夜勤

A 管理者 日勤

Ｂ サビ菅 日勤

C 生活支援員 夜勤

Ｄ 世話人 日勤

E 世話人 日勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

H 世話人 夜勤

A 生活支援員 夜勤

Ｂ 世話人 日勤

Ｃ 世話人 日勤

Ｄ 世話人 日勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

H 世話人 夜勤

12:00 14:00 16:00 18:00

1

2

3

4

5

20:00 22:000:00 2:00 4:00 6:00 8:00 10:00

（様式３）勤務体制表
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日 従業者 職種 勤務形態 12:00 14:00 16:00 18:00 20:00 22:000:00 2:00 4:00 6:00 8:00 10:00

A 管理者 日勤

Ｂ サビ菅 日勤

Ｃ 生活支援員 日勤

Ｄ 生活支援員 夜勤

E 世話人 日勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

H 世話人 夜勤

A 管理者 日勤

Ｂ 生活支援員 日勤

Ｃ 世話人 日勤

Ｄ 世話人 夜勤

E 世話人 夜勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

A 管理者 日勤

Ｂ 生活支援員 夜勤

Ｃ 世話人 日勤

Ｄ 世話人 日勤

E 世話人 夜勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

A 生活支援員 夜勤

Ｂ 生活支援員 日勤

Ｃ 世話人 日勤

Ｄ 世話人 日勤

E 世話人 夜勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

H 世話人 夜勤

A 管理者 日勤

Ｂ 生活支援員 日勤

Ｃ 世話人 日勤

Ｄ 世話人 夜勤

E 世話人 夜勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

A 管理者 日勤

Ｂ 生活支援員 日勤

Ｃ 生活支援員 夜勤

Ｄ 世話人 夜勤

E 世話人 夜勤

F 世話人 夜勤

7

9

8

10

11

6

（様式３）勤務体制表
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日 従業者 職種 勤務形態 12:00 14:00 16:00 18:00 20:00 22:000:00 2:00 4:00 6:00 8:00 10:00

A 管理者 日勤

Ｂ 生活支援員 夜勤

Ｄ 世話人 日勤

E 世話人 日勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

H 世話人 夜勤

A サビ菅 日勤

Ｂ 生活支援員 日勤

Ｃ 世話人 日勤

Ｄ 世話人 日勤

E 世話人 夜勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

H 世話人 夜勤

A 生活支援員 日勤

Ｂ 世話人 日勤

Ｃ 世話人 日勤

Ｄ 世話人 夜勤

E 世話人 夜勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

A 管理者 日勤

Ｂ 生活支援員 日勤

Ｃ 世話人 日勤

Ｄ 世話人 夜勤

E 世話人 夜勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

A 管理者 日勤

Ｂ 生活支援員 日勤

Ｃ 世話人 日勤

Ｄ 世話人 夜勤

E 世話人 夜勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

A 管理者 日勤

Ｂ 生活支援員 日勤

C 世話人 日勤

D 世話人 夜勤

E 世話人 夜勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

12

13

14

15

16

17

（様式３）勤務体制表
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日 従業者 職種 勤務形態 12:00 14:00 16:00 18:00 20:00 22:000:00 2:00 4:00 6:00 8:00 10:00

A 生活支援員 日勤

Ｂ 生活支援員 夜勤

Ｃ 世話人 日勤

Ｄ 世話人 日勤

E 世話人 夜勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

A 生活支援員 日勤

Ｂ 生活支援員 夜勤

Ｃ 世話人 日勤

Ｄ 世話人 日勤

E 世話人 夜勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

A 管理者 日勤

Ｂ サビ菅 日勤

Ｂ 生活支援員 日勤

Ｃ 世話人 日勤

D 世話人 夜勤

E 世話人 夜勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

A 生活支援員 日勤

B 世話人 日勤

C 世話人 日勤

D 世話人 夜勤

E 世話人 夜勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

A 管理者 日勤

Ｂ 生活支援員 日勤

Ｃ 世話人 日勤

Ｄ 世話人 夜勤

E 世話人 夜勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

A 生活支援員 日勤

Ｂ 世話人 日勤

Ｃ 世話人 日勤

Ｄ 世話人 夜勤

E 世話人 夜勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

21

23

22

18

19

20

（様式３）勤務体制表
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日 従業者 職種 勤務形態 12:00 14:00 16:00 18:00 20:00 22:000:00 2:00 4:00 6:00 8:00 10:00

A 管理者 日勤

Ｂ 生活支援員 日勤

Ｃ 生活支援員 夜勤

Ｄ 世話人 夜勤

E 世話人 夜勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

A 管理者 日勤

Ｂ サビ菅 日勤

C 生活支援員 夜勤

Ｄ 生活支援員 夜勤

E 世話人 日勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

H 世話人 夜勤

A 管理者 日勤

Ｃ 生活支援員 夜勤

Ｄ 世話人 日勤

E 世話人 日勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

I 世話人 夜勤

A 管理者 日勤

Ｂ サビ菅 日勤

Ｃ 世話人 日勤

Ｄ 世話人 日勤

E 世話人 夜勤

F 世話人 夜勤

G 世話人 夜勤

H 世話人 夜勤

Ｃ 生活支援員 日勤

E 世話人 日勤

F 世話人 日勤

G 世話人 夜勤

H 世話人 夜勤

I 世話人 夜勤

J 世話人 夜勤

※ 住居ごとに記入してください。

※ 行が足りない場合は適宜追加してください。

※ 複数の職種を兼務する場合は、行を追加し、職種ごとに勤務時間を記入してください。

サビ菅・管理者業務

生活支援員・世話人業務
休憩時間
兼務職員、別業務の担当時間

28

25

24

26

27

（様式３）勤務体制表


